
太枠内のみ記入してください。

〒 -

（ ） -

上記①の「職業に従事」に該当する人は、具体的な勤務先を以下に記入すること。

（西暦）

年 月

（西暦）

年 月

～

～

～

裏面につづく

　    1969年   　 9月    4日生

現住所

2025年度「政策課題研究プログラム」＜履修証明制度＞　

志 願 書【記入例】

プログラム 受付番号

以下のいずれかに〇を付すこと。

（ 〇 ）政策課題研究プログラムⅠ（春学期）

（　　）政策課題研究プログラムⅡ（秋学期）

※ⅠとⅡは所定の期間に出願すること（Ⅰの出願時にⅡを出願することはできない）。

468 8666

愛知県名古屋市昭和区八事本町101-2

携   帯 ●●● ●●●● ●●●●

フリガナ ショウワ　ミチオ 生年月日

出身大学 ＊学校名、学部・学科名を記入すること（該当箇所を○で囲むこと）。

国立

八事大学経済学部経済学科

卒業・卒業見込

修了・修了見込

1992 3 公立

私立

E-mail ●●●●●＠●●●●.●●●

職業等

現在の職業等について、以下のいずれかに◯を付すこと。

①（ 〇 ）職業に従事（アルバイト・パート等を含む）

②（　　）主婦・主夫等　(かつて職業に従事し退職した場合を含む)

③（　　）ボランティア、その他社会活動に従事

④（　　）学生

●●市役所●●●●部●●●●課勤務

写真貼付

名前 昭和　道夫

（西暦）

3ヶ月以内に

撮影した写真

（カラー・上半身

・脱帽）

※Ⅰに出願した人が

  Ⅱに出願するときは

貼付不要

縦　4.0cm

横　3.0cm

実務経験歴　＊出願資格の根拠となる実務経験歴（主な経歴のみで可）を記入すること。

（併せてabのいずれかに〇を付すこと）

（西暦）

●●市役所●●部●●課勤務

（ 〇 ）a.自治体政策に関わる３年以

上の実務経験

（　　）b.地域政策に関わる３年以上

の実務経験

1992年 4月

2000年 3月

最終学歴（大学院等） ＊上記「出身大学」と同じ場合は、“同上”と記入すること。

国立

八事大学大学院経済学研究科経済学専攻博士前期課程

卒業・卒業見込

修了・修了見込

1994 3 公立

私立

（西暦）

●●市役所●●●●部●●●●課勤務（現在に至る）

（ 〇 ）a.自治体政策に関わる３年以

上の実務経験

（　　）b.地域政策に関わる３年以上

の実務経験

2018年 4月

2024年 11月

（西暦）
（　　）a.自治体政策に関わる３年以

上の実務経験

（　　）b.地域政策に関わる３年以上

の実務経験

年　月

年　月



政策課題研究プログラムⅠ（春学期）

政策課題研究プログラムⅡ（秋学期）

選考料納入確認

（財務課確認印）

履修希望科目　＊履修希望科目に〇を付すこと（併せて受講希望方法に○を付すこと）。

必選 〇を付す 科目名 担当教員（予定） 単位 時間 受講希望方法

（〇）対面授業

（　）オンライン授業

（　）併用

必修 〇 政策課題研究Ⅰ

桑原英明、今井良幸

外部講師2人

1 15

22.5

（　）対面授業

（　）オンライン授業

（　）併用

（　）対面授業

（　）オンライン授業

（　）併用

22.5

（　）併用

〇 自治体法特論Ⅰ 今井良幸
2 22.5

〇 自治体政策特論 外部講師
2 22.5

（〇）

合計単位数および総時間数 5 単位 60 時間

（〇）対面授業

（　）オンライン授業

（〇）併用

２

科

目

以

上

選

択

行政学特論Ⅰ 桑原英明
2

公共政策特論 外部講師
2

対面授業

（　）オンライン授業

必修 政策課題研究Ⅱ

桑原英明、今井良幸

佐藤祐司

外部講師1人

1 15

履修希望科目　＊履修希望科目に〇を付すこと（併せて受講希望方法に○を付すこと）。

必選 〇を付す 科目名 担当教員（予定） 単位 時間 受講希望方法

地方政治特論 平良好利
2

（　）対面授業

（　）オンライン授業

（　）併用

22.5

（　）対面授業

（　）オンライン授業

（　）併用

（　）対面授業

（　）オンライン授業

（　）併用

22.5

対面授業

（　）オンライン授業

（　）併用

政策評価特論Ⅱ 佐藤祐司
2 22.5

政策評価特論Ⅰ 外部講師
2 22.5

（　）

（　）併用

合計単位数および総時間数 単位 時間

対面授業のみ

自治体法特論Ⅱ 今井良幸
2 22.5

（　）対面授業

（　）オンライン授業

２

科

目

以

上

選

択

行政学特論Ⅱ 桑原英明
2




